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自
治
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治
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令
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年
度　
地
区
長
・
区
長
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町
内
会
長
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ　
地
域
振
興
課　
宮
﨑
玲
菜　
☎
（
23
）
０
０
５
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相良地区 矢
や

部
べ

友
と も

昭
あ き

萩間地区 畠
は た

　寿
と し

夫
お

川崎地区 片
か た

瀬
せ

　徹
とおる

勝間田地区 村
む ら

松
ま つ

直
な お

巳
み

片浜地区 大
お お

石
い し

茂
し げ

生
お

地頭方地区 曽
そ

根
ね

優
ゆ う

治
じ

細江地区 中
な か

山
や ま

道
み ち

博
ひ ろ

坂部地区 板
い た

倉
く ら

　元
はじめ

菅山地区 田
た

中
な か

行
ゆ き

男
お

牧之原地区 小
お

粥
が い

秀
ひ で

明
あ き

地区長（敬称略）

町内会長（敬称略）

１丁目 柴
し ば

山
や ま

大
だ い

治
じ

青池 山
や ま

﨑
ざ き

　泰
やすし

新戸 大
お お

石
い し

元
も と

夫
お

勝田下 村
む ら

松
ま つ

秀
ひ で

男
お

２丁目 鈴
す ず

木
き

恒
つ ね

男
お

寄子 中
な か

山
や ま

加
か

志
し

郎
ろ う

庄内 枝
え だ

村
む ら

隆
た か

明
あ き

三栗 飯
い い

塚
づ か

浩
こ う

二
じ

３丁目 滝
た き

井
い

　博
ひろし

西福田 杉
す ぎ

山
や ま

達
た つ

好
よ し

鹿島 久
く

保
ぼ

田
た

孔
こ う

士
じ

朝生 小
こ

林
ばやし

尚
ひ さ

夫
お

４丁目 大
お お

石
い し

　義
ただし

東福田 鈴
す ず

木
き

広
ひ ろ

道
み ち

日機装 副
そ え

島
じ ま

真
ま さ

之
ゆ き

牧之原北 内
う ち

村
む ら

和
か ず

巳
み

東５丁目 遠
と お

勢
せ

栄
え い

太
た

郎
ろ う

根松 前
ま え

田
だ

　優
まさる

仁田 八
や

木
ぎ

敏
と し

博
ひ ろ

布引原 市
い ち

川
か わ

博
ひ ろ

夫
お

西５丁目 中
な か

西
に し

太
た

計
け

司
し

堀の内 鈴
す ず

木
き

良
よ し

彦
ひ こ

道場 勝
か つ

田
た

利
と し

郎
ろ う

牧之原中央 赤
あ か

堀
ほ り

文
ふ み

敏
と し

６丁目 辻
つ じ

　正
ま さ

博
ひ ろ

時ヶ谷 大
お お

石
い し

好
よ し

晴
は る

追廻 戸
と

塚
づ か

則
の り

好
よ し

牧之原南 辻
つ じ

　良
よ し

典
の り

仲町 畑
は た

　禎
よ し

之
ゆ き

道上 鈴
す ず

木
き

　茂
しげる

中 浅
あ さ

野
の

　睦
むつみ

坂部第１ 小
お

関
ぜ き

弥
や

八
は ち

10 丁目 松
ま つ

浦
う ら

佳
よ し

則
の り

後原 内
な い

藤
と う

　伸
もとし

勝間下 大
お お

石
い し

篤
と く

哉
や

坂部第２ 渡
わ た

辺
な べ

則
の り

章
あ き

11 丁目 加
か

藤
と う

義
よ し

宏
ひ ろ

谷の口 大
お お

塚
つ か

昭
あ き

彦
ひ こ

勝間上 村
む ら

松
ま つ

千
ち

歳
と せ

坂部第３ 小
こ

関
せ き

美
み

敏
と し

12 丁目 大
お お

石
い し

岩
い わ

夫
お

橋向 河
か わ

守
も り

　將
まさる

切山下 村
む ら

松
ま つ

春
は る

夫
お

坂部第４ 吉
よ し

村
む ら

正
ま さ

志
し

東慶林 八
や

木
ぎ

清
き よ

孝
た か

藤沢 増
ま す

田
だ

和
か ず

男
お

切山中 村
む ら

松
ま つ

寿
ひ さ

嘉
よ し

坂部第５ 大
お お

関
ぜ き

　進
すすむ

県営住宅 辻
つ じ

　昭
あ き

哉
や

橋柄 田
た

中
な か

　久
ひさし

勝田上 増
ま す

田
だ

修
な お

巳
み

坂部第６ 松
ま つ

本
も と

周
しゅう

治
じ

区長（敬称略）

相良区 伊
い

藤
と う

剛
た か

好
よ し

菅山区 田中行男 牧之原区（相良） 小粥秀明 静波区 杉
す ぎ

山
や ま

　勉
つとむ

福岡区 秋
あ き

野
の

裕
ひ ろ

之
ゆ き

中里区 絹
き ぬ

村
む ら

　剛
つよし

地頭方区 増
ま す

田
だ

忠
た だ

弘
ひ ろ

細江区 中山道博

波津区 八
や

木
ぎ

儀
よ し

一
か ず

白井区 中
な か

田
だ

二
ふ

三
み

男
お

落居区 曽根優治 川崎区 片瀬　徹

須々木区 赤
あ か

堀
ほ り

芳
よ し

彦
ひ こ

神寄区 畠　寿夫 豊岡区 増
ま す

田
だ

晴
は る

久
ひ さ

勝間田区 村松直巳

大沢区 米
よ ね

山
や ま

宏
ひろし

西萩間区 鈴
す ず

木
き

正
ま さ

巳
み

新庄区 栗
く り

田
た

勝
か つ

也
や

牧之原区（榛原） 大
お お

﨑
さ き

信
の ぶ

博
ひ ろ

大江区 矢部友昭 東萩間区 水
み ず

野
の

　剛
たけし

遠渡区 渡
わ た

辺
な べ

益
ま す

延
の ぶ

坂部区 板倉　元

片浜区 大石茂生

本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

令
和
４
年
度　
市
役
所
の
人
事
体
制

問
い
合
わ
せ　
総
務
課　
石
神
真
由
美　
☎
（
23
）
０
０
５
１

▼
総
務
部

　（
総
務
部
長
）
大
石
光
良

　（
危
機
管
理
監
）
福
原
弘
教

　（
総
務
課
長
）
源
間
成
紀

　（
管
理
検
査
課
長
）
八
木
康
仁

　（
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
長
）
小
林
大
助

　（
危
機
管
理
課
長
）
森
田
克
彦

▼
企
画
政
策
部

　（
企
画
政
策
部
長
）
辻
村
浩
之

　（
政
策
監
）
大
石
　
隆

　（
秘
書
政
策
課
長
）
竹
内
英
人

　（
地
域
振
興
課
長
）
小
塚
康
道

　（
情
報
交
流
課
長
）
大
石
佳
伸
　

　（
財
政
課
長
）
櫻
井
康
章

▼
市
民
生
活
部

　（
市
民
生
活
部
長
）
山
本
喜
宣

　（
市
民
課
長
）
紅
林
敏
郎

　（
国
保
年
金
課
長
）
内
藤
治
彦

　（
税
務
課
長
）
藤
田
圭
一

　（
環
境
課
長
）
瀧
井
円
裕

▼
福
祉
こ
ど
も
部

　（
福
祉
こ
ど
も
部
長
）
河
原
﨑
貞
行

　（
社
会
福
祉
課
長
）
横
山
和
久

　（
子
ど
も
子
育
て
課
長
） 前
田
明
人

　（
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
長
）
榛
葉
清
澄

▼
健
康
推
進
部

　（
健
康
推
進
部
長
）
鈴
木
郁
美

　（
健
康
推
進
課
長
）
河
原
瑞
穂

　（
長
寿
介
護
課
長
）
植
田
伸
也

▼
産
業
経
済
部

　（
産
業
経
済
部
長
）
田
形
正
典

　（
農
林
水
産
課
長
）
名
波
克
仁

　（
お
茶
振
興
課
長
）
原
口
克
也

　（
部
付
課
長
）
松
坂
正
年

　（
商
工
観
光
課
長
）
福
代
英
正

　（
企
業
立
地
推
進
課
長
）
山
本
英
広

▼
建
設
部

　（
建
設
部
長
）
粂
田
浩
之

　（
建
設
課
長
）
池
田
　
武

　（
建
設
課
技
監
）
清
水
秀
哲

　（
公
園
公
共
建
築
課
長
）
石
原
直
樹

　（
都
市
住
宅
課
長
）
前
田
里
芳

　（
牧
之
原
市
Ｉ
Ｃ
北
側
整
備
事
務
所
長
）
吉
添
智
宏

　（
新
拠
点
整
備
室
長
）
西
川
浩
年

　（
水
道
課
長
）
萩
原
貴
憲

▼
教
育
文
化
部

　（
教
育
文
化
部
長
）
内
山
卓
也

　（
教
育
総
務
課
長
）
佐
々
木
悟

　（
学
校
再
編
推
進
室
長
）
水
野
敬
子

　（
学
校
教
育
課
長
）
杉
田
雅
良

　（
社
会
教
育
課
長
）
永
野
智
芳

　（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
長
）
大
石
昌
秀

▼
会
計

　（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）
中
村
芳
香

▼
議
会
事
務
局

　（
議
会
事
務
局
長
）
原
口
　
亨

　（
議
会
事
務
局
次
長
）
本
杉
裕
之

▼
監
査
委
員
事
務
局

　（
監
査
委
員
事
務
局
長
）
松
下
和
久

▼
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣

　（
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）
柴
　
直
子

▼
広
域
施
設
組
合
派
遣

　（
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
所
長
）
水
野
浩
充

▼
保
育
園
・
幼
稚
園
・
相
良
こ
ど
も
園
関
係

　（
坂
部
保
育
園
長
）
山
本
恵
子

　（
地
頭
方
保
育
園
長
）
高
塚
ユ
リ

　（
牧
之
原
保
育
園
長
）
松
下
志
保
子

　（
相
良
こ
ど
も
園
長
）
谷
下
千
春

　（
地
頭
方
幼
稚
園
長
）
山
田
ま
り

組
織

市
役
所
の
体
制
が
変
わ
り
ま
し
た

令
和
４
年
度　
市
役
所
の
組
織
体
制

問
い
合
わ
せ　
総
務
課　
石
神
真
由
美　
☎
（
23
）
０
０
５
１

令
和
４
年
４
月
１
日
就
任

副
市
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

問
い
合
わ
せ　
秘
書
政
策
課　
増
井
麻
奈
美　
☎
（
23
）
０
０
５
２

組
織

組
織

　

令
和
４
年
３
月
24
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
牧
之
原
市
議
会
２
月
定
例
会
に
お
き
ま
し

て
、
選
任
の
同
意
を
賜
り
、
４
月
１
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
副
市
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
改
め
て
そ
の
職
責
の
重
さ
、
大
き
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
静
岡
県
職
員
と
し
て
行
政
に
携
わ
っ
て
き
た

経
験
や
知
識
を
生
か
し
、
杉
本
市
長
を
補
佐
し
、「
日
本
一
女
性
に
や
さ
し
い
ま
ち
」

の
実
現
、
農
業
や
商
工
業
の
振
興
な
ど
の
重
要
施
策
の
推
進
や
山
積
す
る
諸
課
題
の

解
決
に
向
け
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

職
員
と
力
を
合
わ
せ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
頼
ら
れ
る
市
役
所
を
つ
く
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

［プロフィール］
1961（昭和36）年引佐町（現浜
松市）生まれの60歳。早稲田大
学卒業。昭和59年静岡県庁奉職。
平成23年度からの３年間、伊豆
市副市長。知事公室秘書課長、経
済産業部商工業局長、西部地域局
長、東京事務所長を歴任し、令和
４年４月１日に牧之原市副市長に
就任。任期は４年間。

牧之原市副市長

大
おお

石
いし

 勝
かつ

彦
ひこ

杉本市長から辞令の交付を受ける大石副市長

旧組織 新組織

福祉
こども部

子ども
子育て課

子育て支援係
幼保支援係

福祉
こども部

子ども
子育て課

子育て支援係
幼保支援係

保育園民営
化推進室

保育園民営化
推進係

建設部 新拠点整備室 計画調整係
事業推進係 建設部 新拠点整備室 事業推進係

教育文化部 教育総務課 総務係
施設係 教育文化部

教育総務課 総務係
施設係

学校再編推進室 学校再編推進係

組織体制の主な変更点

▶子ども子育て課内の「保育園民営化推進室」を廃止
▶新拠点整備室の「計画調整係」を「事業推進係」に統合
▶「学校再編推進室」を設置
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健
康
５
～
11
歳
の
子
ど
も
の
接
種
／
12
歳
以
上
の
人
の
追
加
接
種
（
３
回
目
接
種
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ　
健
康
推
進
課　
☎
（
23
）
０
０
２
４
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議
会

牧
之
原
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

「
ま
き
サ
ポ
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
商
工
観
光
課　
戸
塚
ひ
か
り　
☎
（
53
）
２
６
４
７

議
会

商
工

市では、中小企業者・個人事業主・起業をお考えの人などからのさまざまな相談を無料で受け
付け、課題の解決に向けて支援するサポートセンターを開設しています。経営改善や創業、事
業承継や雇用確保に関するお悩みなど、どんなことでも気軽に相談してください。

■相談件数など ■男女比率

■相談区分別件数（上位）

令和３年度「まきサポ」利用状況

開催日時 毎月第２・４金曜日　午前９時～午後５時

相談時間 １件につき80分程度（１日４件まで）
①午前９時～　②午前10時30分～　③午後１時30分～　④午後３時～

講　師 ▶大
おおいしとおる

石徹氏（担当曜日＝毎月第２金曜日の午前・午後／第４金曜日の午前）
▶加

か と う ゆ う こ

藤裕子氏（担当曜日＝毎月第４金曜日の午後）

会　場 カタショー・ワンラボ（旧片浜小学校）南棟203会議室（片浜1216番地１）

対　象 市内在住・在勤者、市内で創業を予定している事業者　など

申込方法

事前予約制です。
指定の相談申込書に必要事項を記入の上、FAX または電子メールで申し込ん
でください。相談申込書は、市商工観光課、牧之原市商工会、市内金融機関
に置いてあるほか、市ホームページからもダウンロードできます。

申込先 市商工観光課　℻ �3772　　shoukou@city.makinohara.shizuoka.jp

［相談者数］24人　［相談件数］延べ70件 ［男性］延べ35人　［女性］延べ35人

［１位］販路開拓・拡大（45件）　［２位］その他・経営全般（17件）　［３位］財務管理（14件）

静
波
保
育
園
・
菅
山
保
育
園
・
萩
間
保
育
園
・
勝
間
田
保
育
園

公
立
保
育
園
運
営
引
継
ぎ
式
を
執
り
行
い
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
事
業
団　
森
田
久
美　
☎
（
23
）
０
０
８
４

子
育

民
間
保
育
施
設
へ
の
移
管

　
「
牧
之
原
市
保
育
園
等
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
が
抱
え

る
保
育
課
題
や
、
低
年
齢
児
を
中
心
と

し
た
保
育
ニ
ー
ズ
の
増
加
、
待
機
児
童

ゼ
ロ
の
継
続
、
園
舎
の
老
朽
化
な
ど
に

対
応
す
る
た
め
、「
質
の
向
上
」「
民
間

活
力
の
活
用
」「
適
正
配
置
」
に
取
り

組
み
、
令
和
４
年
度
か
ら
４
園
が
民
間

法
人
に
移
管
し
、
運
営
を
開
始
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
、
静
波
保
育
園
が
学
校

法
人
榛
原
学
園
に
、
菅
山
保
育
園
・
萩

間
保
育
園
・
勝
間
田
保
育
園
が
、
市
が

設
立
し
た
社
会
福
祉
法
人
牧
之
原
市
社

会
福
祉
事
業
団
に
移
管
し
、
私
立
園
と

し
て
開
園
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
こ
れ
ら
の
園
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
今
後
も
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

公
立
保
育
園
運
営
引
継
ぎ
式

　

こ
の
移
管
に
先
立
ち
、
３
月
26
日
、

総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
ん
か
で

「
公
立
保
育
園
運
営
引
継
ぎ
式
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
杉
本
市
長
が
「『
保
育

環
境
が
良
く
な
っ
た
』『
移
管
し
て
良

か
っ
た
』
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

皆
さ
ん
の
力
で
保
育
環
境
を
整
備
し
て

ほ
し
い
。
そ
し
て
少
し
で
も
多
く
の
子

育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
期
待
の
言
葉
を
述

べ
、
４
園
の
園
長
に
そ
れ
ぞ
れ
「
レ
プ

リ
カ
キ
ー
」
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
園
長
を
代
表
し
て
菅
山
保
育

園
の
増ま

す

田だ

知と
も

恵え

園
長
が
「
こ
れ
ま
で
以

上
に
子
ど
も
た
ち
に
愛
さ
れ
、
保
護
者

に
信
頼
さ
れ
る
保
育
園
と
な
る
よ
う
努

め
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

レプリカキーを受け取った４園の園長

　５歳～11歳までの子どもの新型コロナワクチンについて
５～11歳までの子どものワクチン接種については、３月から開始しています。
対象者には、接種券を４月上旬に発送しました。
現在、健康な子どもにとって重症化はまれと言われていますが、今後ウイルスが変異する可能
性もあります。また、基礎疾患のある人や高齢者、妊婦など重症化しやすい人との同居や感染
した際の隔離などの社会的事情を踏まえて、接種について家族で話し合ってください。

［ワクチン接種を受けるか判断するときのポイント］
　▶基礎疾患がある▶病気の家族や高齢の祖父母がいる▶母親が妊娠中▶参加
　したいイベントがある▶海外旅行や留学を考えている▶スポーツや習い事を
　頑張りたい▶学校や保育園を休みたくない　　など
　＊市ホームページにも参考となる資料を掲載していますのでご覧ください。

　Ｑ：５～11歳の接種では、どのような効果がありますか？
　Ａ：ファイザー社のワクチンは、５～11歳の小児においても、デルタ株などに対して中和
　　　抗体価の上昇や発症予防効果が確認されています。
　Ｑ：５～11歳の接種では、どのような副反応がありますか？
　Ａ：12歳以上の人と同様、接種部位の痛みや倦怠感、頭痛、発熱などさまざまな症状が確
　　　認されていますが、ほとんどが軽度または中等度であり回復していることなど、現時
　　　点で得られている情報からは、安全性に重大な懸念は認められていないと判断されて
　　　います。

■接種後７日間にみられたさまざまな症状（１回目または２回目のいずれか）

　12歳以上の人の追加接種（３回目接種）について

３月25日から、12～17歳の人も追加接種を受けることができるようになりました。12～17歳
の人に使用するワクチンは「ファイザー社製ワクチン」です。
追加接種は、「12歳以上」で「２回目接種を完了した日から６カ月が経過した人」が対象です。
接種券は順次発送していますので、接種券が届きましたら中身をご確認いただき、予約をお願
いします。

　▶４月から榛原総合病院での追加接種が開始されました。予約は電話予約のみで、Web
　　予約はできませんのでお気を付けください。
　▶「榛原総合病院」「渡辺内科医院」「藤本クリニック」は18歳以上の人のみ接種できます。
　▶「藤原整形外科」は、木曜日のみ、12～17歳の人の接種ができます。

■予約方法
［Web予約］新型コロナワクチン接種予約サイト（24時間受付）

　HP  https://vaccines.sciseed.jp/makinohara
　　＊市LINE公式アカウントからもアクセスできます。

［電話予約］牧之原市新型コロナワクチン予約相談センター
　☎ 050-5210-8729（平日午前８時15分～午後５時）
　＊つながりにくい時は、時間や日を改めておかけ直しください。

予約サイト

発現割合 症状
50％以上 接種部位の痛み、疲労
10～50％ 頭痛、注射した部分の発赤や腫れ、筋肉痛、悪寒
１～10％ 下痢、発熱、関節痛、嘔吐

市ホームページ
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▲

榛原庁舎☎㉓0001

▲

相良庁舎☎�2600　ホームページ　https://www.city.makinohara.shizuoka.jp

総合健康福祉センターさざんか☎㉓0070　　榛原文化センター☎㉓0002　　相良総合センターい～ら☎�5544

福
祉
生
活
に
お
困
り
の
人
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

各
種
相
談
・
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
課　
羽
田
拓
治　
☎
（
23
）
０
０
７
８

　

手
話
は
、
聞
こ
え
な
い
人
に
と
っ

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た

め
の
重
要
な
「
言
語
」
で
す
。
手
話

に
つ
い
て
知
り
、
手
話
を
言
語
と
し

て
表
現
で
き
る
人
が
増
え
て
い
く
こ

と
で
、
差
別
や
偏
見
の
な
い
地
域
社

会
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

牧
之
原
市
で
は
、
手
話
に
つ
い
て

学
ぶ
機
会「
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
」

を
設
け
て
い
ま
す
。
初
心
者
向
け
の

手
話
の
講
座
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

福
祉
も
う
一
つ
の
言
葉
（
手
話
）
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
編
）
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
課　
森
田
雅
広　
☎
（
23
）
０
０
７
２

　

日　時

６月21日火～11月15日火（毎週火曜日開催）
午後７時15分～午後８時45分　全21回（予定）
＊カリキュラムによっては、受講時間が午後７時
　～午後９時に変更となります。
＊新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、日程
　が変更になる可能性があります。

会　場 ▶牧之原市　総合健康福祉センターさざんか
▶吉田町　健康福祉センターはぁとふる

対　象
高校生以上で牧之原市に在住・通勤・通学し
ている人
＊高校生の受講は保護者の同意と送迎が必要です。

申込方法 社会福祉課に電話で申し込んでください。

参加費 3,300円（テキスト代）

定　員 15人程度

申込期限 ６月10日金

保
険
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
率
が
改
定
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ　
国
保
年
金
課　
菅
沼
千
香
子　
☎
（
23
）
０
０
２
３

後期高齢者医療制度の保険料は、被保険者全員が負担する「均等割額」と被保険者の前年の所
得に応じて負担する「所得割額」を合計して、個人単位で計算されます。
この保険料率は、各都道府県の広域連合が、医療費の増加などを見込んで２年ごとに算定しま
す。令和４・５年度の保険料率は、次のとおり改定されました。

■令和４・５年度の保険料率

■賦課限度額が引き上げられます
　中間所得者層の負担軽減を図るため、賦課限度額が引き上げられました。

■収入別保険料額（年額）のモデルケース（単身世帯で、年金収入のみの場合）

　＊詳細は８月発送予定の保険料通知で確認してください。

区分 令和２・３年度 令和４・５年度

所得割率 8.07％ 8.29％

均等割額 42,100円 42,500円

年間保険料の計算方法（限度額66万円）
年間保険料＝
所得割額（前年の総所得金額等－基礎控除
額43万円）×8.29％＋均等割額42,500円

＊ 100円未満の端数は切り捨て

区分 令和２・３年度 令和４・５年度

賦課限度額 64万円 66万円

年金収入額 令和３年度保険料 令和４年度保険料 上昇額

現役並み所得者
（383万円） 217,000円 222,100円 5,100円

標準的な厚生年金受給者
（187万円）

48,400円
（均等割５割軽減）

49,400円
（均等割５割軽減） 1,000円

基礎年金受給者
（78万円以下）

12,600円
（均等割７割軽減）

12,700円
（均等割７割軽減） 100円

令
和
４
年
度
牧
之
原
市
戦
没
者
追
悼
式

問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
課　
渡
辺
結
可
里

☎
（
23
）
０
０
７
０

福
祉

　

牧
之
原
市
で
は
、
先

の
大
戦
に
お
け
る
戦
没

者
な
ど
の
御
霊
に
対
し

て
、
追
悼
の
意
を
捧
げ

る
と
と
も
に
、
ご
遺
族

の
ご
苦
労
に
対
し
深
い

敬
意
を
表
し
、
ま
た
平

和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

す
る
た
め
、
牧
之
原
市

戦
没
者
追
悼
式
を
実
施

し
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
戦
没
者

の
ご
遺
族
や
来
賓
な
ど

が
参
列
し
、
多
く
の
皆

さ
ま
に
献
花
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

日
時

　

５
月
16
日
月　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

会
場

　

相
良
総
合
セ
ン
タ
ー
い
～
ら　

ホ
ー
ル

　
（
須
々
木
１
４
０
番
地
）

備
考

　

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、

参
列
者
の
健
康
と
安
全
を
考

慮
し
、
参
加
人
数
の
制
限
や

開
催
日
時
の
延
期
、
中
止
な

ど
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

牧之原市・吉田町手話奉仕員養成講座講師団から
手話をまだやったことがない人に伝えたいこと

皆さんが簡単なあいさつや手話を覚えて、聞こえない人と
会ったら手話で挨拶してくれたり、買い物をしたら「ありが
とう」と手話で表したりしてくれたら、温かい牧之原市にな
ります。私たちと一緒に、楽しく手話を学びましょう。

令和３年度受講生の声
～受講してよかったこと～

○手話を覚えることは楽しい！
○新しいコミュニケーションを知ることができた！

○手話は言語と認識ができた！
○手話の歴史を知ることができた！

令和３年度手話奉仕員養成講座の様子

住民税非課税世帯等に
対する臨時特別給付金

（家計急変世帯）

新型コロナウイルス感染症の影響で収入が減少し、世帯全員が住民税非
課税世帯相当となった世帯に、給付金を支給します。
＊要申請（申請期限＝９月30日金）

自立相談支援事業
生活の困窮に関する一般的な相談を幅広く受け付け、支援策を検討し、
ハローワークなど各種相談機関と必要に応じて、連携しながら支援を行
います。

家計相談支援事業 「公共料金が支払えない」「収入があるのに生活がうまく回らない」など、
家計のやりくりに課題がある人への支援を行います。

住居確保給付金
失職などにより経済的に困窮し、住居を失った、あるいは失う可能性の
ある人に対し、家賃相当額の「住居確保給付金」を支給します。一定の
要件があります。

子どもの学習・生活
支援事業

生活困窮などの理由で、十分な学習の機会に恵まれない子どもに、学習
の機会を提供します。

一時生活支援事業
住居を持たない生活困窮者の衣食住を確保するとともに、本事業を利用
している間に、仕事を探し、アパートなどを借りるための資金を貯蓄す
ることにより、自立を図ります。

生理用品の無償配布 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、生活に困窮しているなど
の理由で生理用品の購入が難しくなっている女性の負担を軽減します。

生活困窮者自立支援金 緊急小口資金などの特例貸付の再貸付を受けられない世帯に自立支援金
を支給します。　＊要申請（申請期限＝６月30日木）
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